
官
撰
地
誌
と
山
野
の
巡
検

ー
ー
ー
『
斐
太
後
風
土
記
』
と
地
役
人
|
|
』

芳

賀

主主
丘三.

付

は
じ
め
に

正
確
に
い
う
と
官
撰
地
誌
は
近
代
国
家
の
編
纂
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
書
上
に
よ
っ
て
お
り
、
山
野
の
巡
検
の

調
査
に
も
と
ず
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
表
題
自
体
が
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
表
題
を
選
び
『
斐

太
後
風
土
記
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
代
官
や
地
役
人
の
ご
と
き
経
歴
の
人
の
つ
く
っ
た
も
の
の
方
が
、
よ
り

官撰地誌と山野の巡検

調
査
を
し
た
成
果
の
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
斐
太
後
風
土
記
と
地
役
人
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

付
『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
と
富
田
礼
彦

。
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
内
容
検
討

日
開
『
斐
太
後
風
土
記
』
と
増
田
郡
代
の
巡
検
と
富
田
礼
彦
の
山
野
の
巡
検
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伺
『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
の
ポ
イ
ン
ト
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伺
『
皇
園
地
誌
』
等
と
官
撰
地
誌

と
い
う
構
成
と
し
た
い
。
な
ぜ
日
本
の
地
誌
が
代
官
・
地
役
人
が
か
か
わ
り
、
県
令
相
当
命
令
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
が
、
私
撰
地
誌
の

ご
と
く
あ
っ
か
わ
れ
る
の
が
、
そ
れ
に
か
わ
っ
た
官
撰
地
誌
が
、
書
上
方
式
の
も
の
で
編
纂
さ
れ
て
、
山
野
の
巡
検
を
と
も
な
わ
な
い
の

か
、
そ
し
て
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
ご
と
き
も
の
が
『
皇
園
地
誌
』
と
つ
な
が
り
が
な
い
の
か
、
内
務
省
地
理
局
等
の
構
成
や
軍
事
目
的

優
先
の
官
撰
地
誌
が
地
図
作
成
の
み
に
努
力
し
な
が
ら
、
現
状
把
握
の
み
で
歴
史
地
理
的
把
握
を
等
閑
に
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ

の
た
め
に
、
そ
の
事
例
を
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
検
討
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
と
共
に
富
田
礼
彦
と
い
う
人
自
体
の
限
界
か

ら
、
官
撰
地
誌
と
な
り
得
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
も
問
う
て
み
た
い
。
従
来
こ
の
様
な
形
で
の
地
誌
研
究
が
乏
し
い
の
で
、
こ
の
論
文
を

問
題
提
起
型
の
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。

『
大
明
一
統
士
山
』
や
『
大
清
一
統
士
山
』
と
形
式
を
一
に
す
る
地
誌
で
あ
る
こ
と
、
明
治
初
年
に
統
計
的
辞
典
的
な
官
撰
地
誌
が
多
い
こ

と
、
そ
れ
ら
が
殖
産
興
業
奨
励
型
で
あ
る
。

元
禄
以
来
の
地
役
人
の
家
に
育
っ
た
富
田
礼
彦
は
、
巡
検
の
中
で
鉱
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
林
相
の
よ
い
山
な
ど
を
み
て
歩
い
た
。
あ

る
と
き
は
堵
木
役
あ
る
と
き
は
鉱
山
方
に
配
置
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
地
役
人
体
験
の
博
引
傍
証
の
文
献
操
作
を
い
か
し
て
い
る
。
国
学
者

と
し
て
の
素
養
が
古
典
の
縦
横
の
引
用
を
さ
せ
、
地
方
文
書
の
利
用
も
そ
の
経
験
の
中
で
い
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
か

ら
辿
っ
て
み
よ
う
。

tコ
『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
と
富
閏
礼
彦

草
葬
地
役
人
富
田
礼
彦
即
ち
富
田
小
藤
太
は
戯
名
を
南
東
与
可
楼
と
も
い
っ
た
。
彼
の
父
が
養
子
で
小
寺
完
激
と
い
い
、
備
中
笠
岡
の



国
学
者
小
寺
清
先
の
四
男
、
母
は
富
田
氏
で
高
山
城
主
金
森
氏
の
近
臣
で
、
高
山
代
官
所
の
地
役
人
に
つ
な
が
る
。
礼
彦
は
文
化
八
年
間

二
月
二
九
日
生
れ
十
六
才
で
地
役
人
、
天
保
元
年
に
田
中
大
秀
の
在
野
門
人
、
同
門
に
は
山
崎
弘
泰
、
上
木
清
成
、
蒲
八
十
村
、
後
藤
基

弘
、
足
立
稲
直
の
ご
と
き
俊
秀
が
い
た
。
こ
の
派
の
中
心
人
物
は
大
秀
よ
り
文
台
を
譲
ら
れ
た
山
崎
弘
泰
で
あ
っ
た
。
富
田
は
徳
を
授
け

て
古
典
講
習
運
動
を
お
こ
な
う
。
ま
た
富
田
は
『
飛
州
志
』
や
『
飛
騨
国
中
案
内
』
を
検
討
し
、
国
名
風
土
記
批
判
を
し
た
恩
師
田
中
大

秀
の
学
問
の
継
承
を
志
向
し
た
。

地
役
人
と
し
て
の
富
田
は
し
ば
し
ば
飛
騨
一
国
の
巡
検
の
旅
に
出
た
。
こ
れ
が
後
年
の
著
述
『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
の
基
礎
知
識
の

培
養
の
手
立
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
山
民
た
ち
の
基
礎
民
俗
調
査
、
生
活
調
査
に
力
を
尽
し
た
。

富
田
礼
彦
は
維
新
の
変
革
の
中
で
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
次
の
条
件
で
編
纂
し
た
。
彼
は
幾
多
の
政
治
的
曲
折
の
中
で
挫
折
し
自
殺
ま

で
企
て
死
に
切
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
彼
は
、
郷
国
飛
騨
を
愛
す
る
故
に
、
こ
の
永
年
の
麹
蓄
を
か
た
む
け
て
、
こ
の
書
を
明

治
六
年
ま
で
に
か
き
あ
げ
た
。
裏
切
ら
れ
た
維
新
の
中
で
新
に
協
力
さ
せ
ら
れ
て
か
い
た
著
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
え
こ
じ
な
ま
で
も
彼

が
歩
き
さ
ぐ
っ
た
飛
騨
の
山
川
へ
の
愛
着
が
ひ
め
ら
れ
て
い
た
。

官撰地誌と山野の巡検

き
れ
ば
『
斐
太
後
風
土
記
』
二
十
巻
の
冒
頭
に
「
:
:
:
越
前
美
濃
越
中
等
之
国
爾
、
今
年
行
加
此
之
後
、
爾
還
良
礼
介
留
遠
里
:
:
:
」

万
葉
仮
名
で
明
治
六
年
四
月
付
で
富
田
礼
彦
誌
し
て
い
る
。
こ
れ
を
評
細
に
検
討
す
る
と
明
治
四
年
着
手
、
二
年
有
余
で
完
成
し
て
い
る

こ
と
、
が
わ
か
る
。
こ
の
引
用
書
目
は
次
の
ベ
I
ジ
の
よ
う
で
あ
る
ο

こ
れ
を
み
る
と
古
典
の
引
用
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
『
飛
騨
治
乱
記
』

『
三
郡
除
地
帳
』

『
荏
野
冊
子
』
等
、
土
地
の
学
問

『
飛
州
志
』

的
伝
統
を
十
分
継
承
し
な
が
ら
い
か
し
て
い
る
。
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そ
の
博
引
芳
証
に
す
ば
ら
し
い
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
の
は
富
田
が
田
中
大
秀
の
文
献
継
承
の
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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日 斐
太
後
風
土
記

引
用
書
目

日

書

紀

続

本

紀

文

徳

実

録

令

義

解

延

喜

式

扶

桑

略

記

枕

草

紙

古

今

著

開

集

平

家

物

語

北

条

九

代

記

神

皇

正

統

記

新

葉

集

文

明

歌

合

碧

玉

和

歌

集

本

事

記

本

後

紀

三

代

実

録

万

葉

集

類

緊

三

代

格

和

名

類

緊

抄

今

昔

物

語

出

雲

風

土

記

源

平

盛

衰

記

承

久

記

公

事

根

元

集

後

太

平

記

飛
騨
八
勝
和
歌

拾

遺

和

歌

集

日古

旧

事

紀

続

日

本

後

紀

古

語

拾

遺

古

今

集

日

本

紀

略

伊

勢

物

語

宇
治
拾
遺
物
語

保
元
平
治
物
語

木

曽

軍

記

太

平

記

職

原

紗

大

系

図

三

玉

和

歌

集

撰

集

抄

そ
の
上
に
こ
の
風
土
記
づ
く
り
に
つ
と
め
て
い
る
。

当
飛
騨
国
後
風
土
記
新
規
出
来
に
付
、
左
之
類
取
調
可
申
出
事

一
系
譜
類

山

家

集

武

家

盛

衰

記

和
漢
三
才
図
会

祝

詞

考

神

名

候

考

証

国

号

考

玉

勝

間

眠

江

記

同

中

編

信

濃

漫

録

書

言

字

考

神

道

大

怠

古

今

妖

魁

考

荏

野

冊

子

大
和
名
所
図
会

紀
伊
名
所
図
会
耕
一
四
欄

西

京

雑

記

社

律

方

丈

記

飛

騨

治

乱

記

太

閤

記

冠

辞

考

同

叢

説

歴

朝

紹

詞

解

玉

鉾

百

首

解

一
二
郡
除
地
帳

万

葉

略

解

淳

之

跡

古

史

伝

静

乃

岩

屋

牛
頭
天
王
磨
神
弁

諸

国

名

義

考

和
泉
名
所
図
会

当

、

コ

u

叶

ヲ

号

一

ロ

天

録

蒙

求
文

要

大

日

本

史

飛

州

志

士
口
今
余
材
抄

万

葉

考

古

事

記

伝

菅

笠

日

記

古

今

集

遠

鏡

和

訓

架

同

槻

落

葉

百
人
一
首
一
タ
話

玉

大

須

喜

伊
吹
於
呂
士
山

天
満
宮
御
伝
略
記

郡

名

所

図

会

神 前

後
仙

漢

伝書



系
図
書
也
、
尤
旧
家
由
緒
正
敷
分
、
又
は
古
来
当
国
分
領
に
て
断
絶
い
た
し
侯
領
主
血
筋
の
も
の
、
並
家
来
廃
絶
帰
農
連
綿
罷
在
候
も
の

一
、
古
記
類

社
寺
縁
起
、
又
は
鐙
の
銘
、
仏
の
う
ら
書
、
経
文
の
奥
書
棟
札
の
類

年
ふ
る
く
子
孫
来
候
分

一
、
士
白
書
古
画
古
略
類

古
き
世
の
書
画
、
又
は
ふ
る
き
う
つ
は
、
諸
道
具
類
、
神
代
石
、
す
へ
て
ふ
る
き
品
物
、
又
感
状
、
譲
り
状
、
知
行
目
録
、
絵
馬

一
、
古
跡
名
勝

ふ
る
き
跡
、
名
高
き
地
名

一
、
古
墳
墓
の
類
名

抽
昨
、
官
語
、
又
は
木
之
類
む
か
し
物
に
ほ
り
つ
け
有
之
候
書
類
也

一
、
神
社

何
神
を
ま
つ
り
候
哉
、
村
方
の
申
っ
た
へ
、
い
さ
ゐ
可
書
出
事

一
、
古
寺
院
跡

何
宗
者
、
い
つ
頃
廃
絶
い
た
し
候
成
の
事

一
、
村
名
郷
名
郡
名

何
等
之
故
に
て
と
な
へ
来
侯
哉
、
申
侯
云
っ
た
へ

一
、
草
木
鳥
獣

す
べ
て
見
聞
品
あ
ら
ま
し
書
出
す
へ
し
、
勿
論
め
づ
ら
し
き
品
、
又
他
所
に
て
名
の
か
わ
り
侯
類
、
別
而
入
念
取
調
可
書
出
候
事

右
之
通
至
急
取
調
可
差
出
候
、
此
廻
状
村
名
下
令
請
命
、
早
々
順
達
留
り
村
よ
り
可
相
返
も
の
也

巳
十
二
月
廿
五
日
高
山
御
役
所

官撰地誌と山野の巡検

(
『
岐
阜
県
飛
騨
閏
大
野
郡
史
』
升
重
書
信

49 

と
あ
る
よ
う
に
新
政
権
が
出
来
た
当
初
に
取
調
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

p
・
抑

t
p
・
制
)
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い
い
か
え
る
と
斐
太
後
風
土
記
の
ご
と
き
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
意
図
は
と
て
も
早
い
。

す
で
に
徳
川
政
権
下
で
準
用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
こ
の
得
の
も
の
へ
と
ひ
き
つ
い
だ
も
の
で
、
飛
騨
人
た
ち
の
念
願
の
課
題
そ
の
も
の

で
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
か
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
よ
む
と
『
出
雲
風
土
記
』
と
い
っ
て
い
る
が
、
す
く
な
く
と
も
先
述
し
た
ご
と
き
も
の
の
他
に
も

『
千
光
記
』

『
三
沢
記
』

『
元
禄
検
地
帳
』

『
宝
暦
検
地
帳
』

『
目
論
見
帳
』

『
飛
騨
八
勝
和
歌
』
等
が
引
か
れ
て
い
る
。

そ
の
上
に
賀
茂
真
淵
、
伴
信
友
、
本
居
宣
長
、
加
藤
千
蔭
、
荒
木
田
久
老
、
平
田
篤
胤
、

田
中
大
秀
等
の
諸
先
学
の
著
述
が
参
考
に
供

さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
に
も
富
田
礼
彦
が
、

田
中
大
秀
門
下
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
学
識
素
養
が
き
わ
め
て
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
立
傍
し
て

い
る
。
そ
こ
で
ど
う
し
て
も
回
避
で
き
な
い
の
が
富
田
の
維
新
体
験
で
あ
る
。

富
田
礼
彦
は
、
飛
騨
一
国
の
尊
王
路
線
の
荷
担
者
と
し
て
平
田
技
後
門
人
と
も
な
っ
た
。
慶
応
三
年
十
月
十
五
日
の
大
政
奉
還
を
天
を

拝
し
地
に
伏
し
て
喜
ん
で
い
る
。
御
一
新
が
地
役
人
と
い
う
苦
し
い
身
分
を
解
放
し
、
飛
騨
一
国
の
指
導
者
の
地
位
を
安
定
す
る
と
考
え

竹
沢
寛
三
郎
(
新
田
邦
光
〉
へ
の
忠
誠
を
誓
約
し
た
。
し
か
し
年
貢
半
減
で
失
脚
す
る
と
そ
の
あ
と
を
受
け
た
梅
村
速
水
は
富
田
を
判
事

と
し
て
採
用
し
た
の
で
地
役
人
と
し
て
梅
村
に
協
力
し
た
。
彼
は
こ
の
文
化
政
策
に
よ
っ
て
「
神
州
建
国
之
大
本
」
を
知
ら
し
め
、
郡
中

教
諭
に
努
め
、
飛
騨
の
浄
土
真
宗
僧
侶
の
協
力
を
と
り
つ
け
た
。
し
か
し
梅
村
の
出
張
中
、
飛
騨
一
国
一
授
が
生
じ
、
自
分
の
居
宅
が
打

設
し
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
亡
国
を
感
じ
、

一
国
兇
乱
の
本
原
と
な
っ
た
た
め
、
彼
は
飛
騨
乱
民
を
耐
え
が
た
い
人
々
の
動

き
と
感
じ
た
。
そ
の
上
に
、

お
ま
へ
ば
か
り
出
世
し
て
と
批
難
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

彼
は
梅
村
速
水
を
罪
人
速
水
と
す
る
こ
と
も
決
し
て
彼
の
見
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
文
化
政
策
に
協
力
し
て
来
た
こ
と



に
責
任
を
感
じ
、

と
き
に
明
治
二
年
三
月
六
日
の
切
腹
の
際
の
遺
書
に
は
「
一
国
兇
乱
の
本

つ
い
に
自
ら
の
大
和
心
を
き
づ
っ
け
ら
れ
、

原
は
、

一
人
貧
戻
の
み
な
ら
ず
、
判
事
不
思
仁
不
奉
体
御
趣
意
故
、
奉
対
朝
廷
、
深
奉
恐
入
候
、
今
般
飛
騨
国
中
の
乱
民
、
悉
刑
罰
被
仰

付
候
て
は
、

亡
国
と
相
成
」
と
ま
で
か
い
て
、
飛
騨
一
国
の
亡
国
の
回
避
を
一
向
に
願
っ
た
の
で
あ
る
。
不
幸
か
幸
せ
な
こ
と
か
わ
か
ら

ぬ
が
、
富
田
は
こ
こ
で
一
命
を
棄
て
る
こ
と
な
く
お
わ
っ
た
。

そ
の
梅
村
へ
の
忠
誠
の
跡
を
う
け
て
、
そ
の
鎮
撫
に
当
り
、
そ
の
あ
と
を
う
け
た
宮
原
大
輔
は
富
田
の
身
分
を
県
属
に
か
え
て
補
償
し

た。
こ
れ
を
み
て
も
富
田
礼
彦
は
、
そ
の
生
き
方
が
巧
み
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
そ
の
社
会
的
地
位
は
何
故
か
失
う
こ
と
な

く
存
続
し
て
い
る
。

そ
し
て
富
田
は
、
宮
原
治
政
下
で
『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
彼
が
も
っ
と
も
そ
の
編
纂
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
つ
は
田
中
大
秀
の
学
統
を
つ
ぐ
国
学
者
で
あ
る
こ
と
、
飛
騨
根
生
い
の
学
に
通
じ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に
は
、
地
役
人
と
し
て
の
家

官;巽地誌と山野の巡検

の
伝
統
を
い
か
し
て
飛
騨
三
郡
を
行
脚
し
、
行
政
的
に
も
巡
遊
し
て
よ
く
調
査
し
て
い
た
こ
と
、
同
時
に
彼
の
私
的
教
養
面
か
ら
も
各
地

を
和
歌
そ
の
他
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
、
三
つ
に
は
、
殖
産
興
業
的
側
面
で
山
林
鉱
山
そ
の
他
の
開
発
と
か
か
わ
っ
て
、
そ
の
指
導
に

当
っ
て
い
た
こ
と
こ
の
た
め
地
誌
民
俗
に
も
明
る
く
そ
の
面
の
文
献
を
渉
猟
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
れ
が
、
富
田
と
登
用
し
て
、
飛
騨
を
対
象
と
す
る
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
編
纂
す
る
こ
と
を
命
じ
た
理
由
で
あ
る
。
そ
の
中
で
何
よ

り
大
き
い
の
は
け
で
あ
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
田
中
大
秀
は
、
飛
騨
国
学
運
動
の
推
進
者
と
し
て
飛
騨
総
社
再
興
に
努
め
た
。
彼
は
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単
に
古
典
文
学
の
み
を
、
特
に
古
代
物
語
文
学
の
研
究
を
志
向
し
た
の
で
な
く
、
飛
騨
人
の
た
め
に
高
山
の
大
町
人
と
し
て
高
山
文
化
発
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展
に
尽
し
て
い
る
。
大
秀
は
『
飛
州
志
』
や
『
飛
騨
国
中
案
内
』
批
判
検
討
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
田
中
大
秀
志
を
つ
ぐ
中
で
そ
の
学
問

の
継
承
を
富
田
は
志
し
た
。

同

『
斐
太
後
風
土
記
』
の
内
容
検
討

先
ず
何
よ
り
も
長
谷
川
忠
崇
編
の
『
飛
州
志
』
よ
り
の
引
用
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、

『
飛
州
志
』
の
編
纂
を
補
充
す

る
意
図
で
本
蓄
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
本
書
は
代
官
が
中
心
と
な
っ
た
行
政
上
の
民
政
地
誌
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
地
役
人
と
し
て
の
富
田
礼
彦
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
山
村
歩
き
の
と
き
の
必
須
の
提
携
資
料
で
あ
り
、
必
修
参
考
文
献
で
あ
っ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
点
に
つ
い
て
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
み
て
も
巻
之
四
の
大
野
郡
久
々
野
郷
宮
村
の
条
に
「
〔
飛
州
志
〕

は
延
享
年
中
落
成
、
幕
府
へ
納
秘
た
る
を
、
後
に
文
化
年
中
、

田
中
半
十
郎
出
願
借
写
て
後
、
田
中
大
秀
翁
に
示
、
爾
後
伝
写
弘
通
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
、

『
飛
州
志
』
の
弘
通
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
田
中
大
秀
の
存
在
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
富
田
礼
彦
は

同
条
に
つ
い
て
、

「
故
吾
師
荏
野
翁
田
中
・
大
秀
様
慨
而
、

『
総
社
考
』
を
著
し
、
後
又
国
誌
編
纂
の
卒
業
を
、
礼
彦
に
命
遣
さ
れ
ぬ
」

と
あ
る
。

こ
の
様
に
み
て
く
る
と
、
田
中
大
秀
は
『
飛
州
士
山
』
を
弘
通
し
そ
の
あ
と
を
う
け
て
、
飛
騨
国
誌
の
編
纂
を
、
富
田
礼
彦
に
托
し
た
と

い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
富
回
礼
彦
は
、
吾
師
荏
野
翁
を
介
し
て
『
飛
州
士
山
』
の
継
承
、
発
展
を
求
め
ら
れ
そ
れ
を
自

己
の
使
命
と
考
え
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
彼
、
が
前
述
し
た
ご
と
き
悲
況
に
お
と
し
入
れ
ら
れ
て
い

た
と
き
、
何
を
自
分
の
使
命
と
考
え
る
か
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
生
き
ぬ
き
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
一
層
こ
の
立
場
を
明

示
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



宝
麿
安
永
騒
動
の
叙
述
を
宮
村
の
条
で
し
お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
か
本
郷
村
の
万
葉
善
九
郎
の
こ
と
に
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
ふ
れ

て
い
な
い
。

長
谷
川
忠
崇
の
『
飛
州
士
山
』
は
『
美
濃
志
』
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
お
り
、

か
っ
そ
の
撰
述
の
契
機
に
吉
宗
の
内
命
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ

れ
は
未
脱
稿
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
世
に
広
ま
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
ご
と
く
田
中
大
秀
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
木
志
九
冊
被
叙
一
冊
で
つ

く
ら
れ
、
第
一
土
地
、
第
二
国
法
、
第
三
神
洞
、
第
四
寺
院
上
、
第
五
寺
院
下
、
第
六
古
城
、
第
七
諸
雑
、
第
八
旧
記
、
第
九
祥
瑞
そ
の

末
に
人
国
記
之
説
そ
の
他
の
も
の
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
行
政
中
心
の
『
飛
州
志
』
は
、
富
田
礼
彦
の
も
の
に
影
響
を
与
え
て
い
る
し
、
ま
た
同
じ
地
役
人
の
系
譜
に
つ
な
が
る
『
飛
騨

国
中
案
内
』
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
方
は
、
高
山
よ
り
四
方
隣
国
に
通
ず
る
道
の
路
順
に
し
た
が
っ
て
村
毎
に
形
勢
、
石
高
戸

口
、
寺
社
名
所
旧
跡
の
由
緒
よ
り
口
碑
俗
説
ま
で
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
警
は
三
巻
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
具
体
的
に
い
う
と
地
役
人
上
村
満
茂
に
よ
つ
で
か
か
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
序
文
を
み
る
と
、
公
用
を
つ
と
め
る
中
で

か
い
た
も
の
と
あ
る
。
そ
の
中
に
は
見
問
、
家
伝
記
等
を
参
照
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
再
び
世
に
よ
み
が
え
る
の
は
奥
田
正
造
が

官撰地誌と山野の巡検

飛
騨
高
山
の
旧
家
桐
山
磐
根
蔵
書
の
中
よ
り
え
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
明
治
二

0
1三
0
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私
共
は

『
斐
太
後
風
土
記
』
に
直
接
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
地
役
人
た
ち
が
行
政
上
の
必
要
と
異
な
っ
て
「
国
中
案
内
」
と
し
て
地
誌
を
何
故
か
い
た
か
を
考
え
ね
ば

4

な
v

ら
な

ぃ
。
上
村
民
が
口
留
後
仰
付
ら
れ
て
こ
こ
に
来
た
こ
と
し
か
し
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
民
政
を
司
る
代
官
の
補
佐
役
故
か
い
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
を
思
う
と
地
役
人
の
立
場
を
の
り
こ
え
ら
れ
な
い
。
富
田
礼
彦
も
吏
務
に
通
じ
た
地
役
人
で
あ
る
か
ら
、
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そ
れ
と
異
な
る
立
場
に
た
ち
に
く
い
。
そ
の
た
め
か
飛
騨
の
研
究
者
の
岡
村
利
平
は
、
自
ら
を
後
発
と
い
い
な
が
ら
、
富
田
を
「
吏
務
の
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才
に
長
じ
た
れ
ど
も
、
寧
学
識
に
た
の
み
た
り
云
々
」
と
大
正
四
乙
卯
十
一
月
付
で
の
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
そ
の
学
聞
に
刻
苦
す
る
人

で
古
今
集
の
暗
識
に
つ
と
め
、
詩
歌
浄
写
せ
る
人
で
あ
り
、
こ
の
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
謄
写
に
つ
と
め
た
人
で
あ
る
と
誌
し
て
い
る
。

そ
し
て
本
書
の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
岡
村
は
「
そ
の
巻
数
よ
り
言
ふ
も
図
画
の
情
、
事
項
の
数
よ
り
言
ふ
も
、
『
飛
州
士
山
』
及

び
国
中
按
内
を
凌
駕
す
る
所
の
大
著
述
に
し
て
、
中
に
も
郷
村
名
義
神
社
考
証
等
の
如
、
き
は
国
学
者
の
本
色
を
発
揮
し
所
調
顕
微
闇
幽
の

功
労
較
著
な
る
も
の
多
し
、
然
れ
ど
も
忌
伸
な
く
之
を
論
ず
れ
ば
批
議
す
べ
き
回
収
庇
決
し
て
絶
無
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
、

た
と
へ
ば
正

史
実
録
そ
の
他
の
古
書
を
引
用
す
る
に
当
り
、
原
本
に
就
き
て
抄
録
す
る
こ
と
を
怠
り
漫
然
他
人
の
著
述
よ
り
様
引
し
た
る
も
の
少
か
ら

ざ
る
が
如
き
、
或
は
崇
神
排
仏
の
思
想
に
拘
は
り
て
そ
の
記
述
の
自
然
神
社
に
密
に
し
て
仏
寺
に
祖
な
る
傾
向
あ
る
が
如
き
は
斯
書
を
読

む
も
の
の
籍
に
不
快
を
感
ず
る
所
に
し
て
、
ま
た
国
司
姉
小
路
氏
の
事
蹟
を
叙
す
る
方
り
「
続
太
平
記
」
、

「
飛
騨
寧
乱
記
」
、

「
小
鷹
利

氏
系
図
」
等
如
何
し
き
書
を
妄
信
し
て
牽
強
の
説
を
立
て
た
る
が
如
き
、
三
木
江
馬
諸
豪
族
の
興
廃
を
述
ぶ
る
に
当
り
て
「
千
光
寺
記
」

「
運
入
寺
記
」

「
江
馬
家
後
鑑
録
」
等
の
野
案
に
記
載
せ
る
範
囲
を
出
づ
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
が
如
き
は
猶
そ
の
努
力
の
足
ら
ざ
り
し
こ

と
を
思
は
し
む
」
の
ご
と
き
記
述
の
他
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
内
容
は
、

し
て
、
飛
騨
匠
の
条
の
記
述
を
『
飛
州
士
山
』
は
延
喜
式
を
通
覧
せ
ず
木
工
寮
ヘ
コ
一
十
七
人
と
修
理
職
へ
六
十
三
人
を
、
誰
木
工
寮
へ
三
十

一
体
ど
こ
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
そ
の
点
を
と
く
鍵
と

七
人
と
し
る
し
て
い
る
と
記
述
し
、
そ
の
内
容
の
杜
撰
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
今
昔
物
混
巴
の
記
述
な
ど
を
史
料
に
か
か
げ
て
い

る
。
こ
れ
な
ど
王
朝
物
語
文
学
に
精
通
し
て
い
る
田
中
大
秀
の
弟
子
ら
し
い
指
摘
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
今
世
高
山
町
人
の
中
に
、
其
系
図
を
作
り
、
又
吉
城
郡
月
ケ
瀬
村
に
て
は
、
右
の
飛
騨
工
の
、
産
里
な
り
な
ど
、
言
っ
た
へ

た
る
は
、
い
と
/
¥
不
審
也
」
と
も
の
ベ
て
、
「
古
学
に
志
の
有
志
人
は
、
能
開
て
正
説
も
あ
ら
ば
書
加
へ
て
よ
。
」
と
も
い
い
、
史
実
の
正



確
性
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
高
山
町
盆
踊
の
図
の
説
明
に
つ
い
て
も
、
膏
垣
に
つ
い
て
の
『
古
事
記
伝
』
の
記
述
を
引
用
し
、
田
中
大
秀
の
和
歌
ま
で
引
用
し

て
い
る
。

さ
ら
に
同
書
巻
三
四
の
大
野
郡
久
々
野
郷
、
宮
村
の
部
分
の
記
述
に
〔
神
名
記
頭
書
〕
〔
一
宮
記
〕
〔
三
才
図
会
〕
凡
て
此
一
宮
水
無
神

社
の
事
を
著
せ
し
書
の
行
は
れ
時
代
を
知
ら
づ
し
て
在
つ
ら
む
」
と
か
い
た
あ
と
に
「
さ
て
宝
暦
(
代
官
布
施
胤
将
に
代
て
〉
其
次
明
和

年
中
、
代
官
大
原
正
紹
、
来
執
国
政
、
連
年
老
中
田
沼
意
次
下
知
新
令
、
安
永
二
年
国
民
苛
政
、
結
族
党
強
訴
(
集
一
宮
拝
般
社
人
祈

謝
〉
国
民
社
人
遷
縛
、
安
永
三
年
十
二
月

国
民
社
人
所
刑
」
と
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
あ
と
に
除
地
帳
下
札
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
寺
社
明
細
帳
に
は
、
八
幡
宮
と
仕
出
し
有
之
候
ど
も
、
前
々
よ
り
一
宮
水
無
大
明
神
と
唱
来
一
一
服
…
役
一
四
時
点
忠
一

r詳
本
社
、
絵
馬
堂
、
二
王
門
計
り
に
侯
一

一
処
、
安
永
七
戊
年
、
梶
原
伊
豆
守
神
職
に
相
成
再
興
、
本
社
、
拝
殿
、
本
社
堂
・
神
輿
堂
・
其
他
新
規
取
建
当
成
八
月
十
二
日
、
遷
宮
執
行
栢
済
候
一

一

安

永

七

民

八

月

一

と
の
べ
て
い
る
。

官接地誌と山野の巡検

こ
れ
を
よ
ん
で
わ
か
る
こ
と
は
、

『
斐
太
後
風
土
記
』
は
明
ら
か
に
、
宝
暦
安
、
氷
騒
動
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

あ
と
に
つ
キ
つ
け
て

(
門
飛
州
志
〕
は
延
享
年
中
落
成
、
幕
府
へ
納
秘
た
る
を
、
後
に
文
化
年
中
、
田
中
半
十
郎
出
願
借
写
て
後
、
田
中
大
秀
翁
に
一
示
、
爾
後
伝
写
弘
通
)
此

後
〔
神
名
帳
頭
書
〕
又
〔
一
宮
記
〕
に
拠
て
、
大
己
責
命
女
高
照
姫
命
母
高
降
姫
命
、
大
和
国
蕩
上
郡
御
歳
神
社
也
と
申
て
、
皆
門
旧
事
記
〕
に
因
て

誤
ま
れ
る
こ
と
を
不
知
在
し
は
、
い
と
/
¥
浅
は
か
な
る
こ
と
な
ら
ず
や
。
故
吾
師
在
野
翁
押
肝
機
慨
而
〔
総
社
考
〕
を
著
し
、
後
又
国
誌
編
集
の
卒

業
を
、
礼
彦
に
命
遺
さ
れ
ぬ
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
先
述
し
た
ご
と
く
、
田
中
大
秀
の
み
で
な
く
『
飛
州
士
山
』
以
来
の
地
誌
編
纂
の
伝
統
を
つ
い
で
い
る
。
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『斐太後風土記』より

加
え
て
『
飛
騨
国
中
案
内
』
の
示
す
が
ご
と
く
民
俗
へ
の

関
心
も
つ
よ
い
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
田
神
祭
の
記
に

は
、
道
祖
神
祭
の
範
囲
そ
の
様
相
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
様
相

が
か
か
れ
、
ま
た
下
高
原
に
お
け
る
正
月
十
五
日
家
祝
捧
之

図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
礼
彦
は
高
原
の
江
馬
家
に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
ふ

れ
、
古
風
復
興
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
吉
城
郡
高
原
郷
本
郷

村
に
つ
い
て
は
本
郷
平
を
聞
い
た
人
々
へ
の
思
い
入
れ
を
か

き
つ
づ
っ
て
い
る
。

ま
た
『
斐
太
後
風
土
記
』
は
、
飛
騨
一
国
案
内
よ
ろ
し

く
、
平
湯
温
泉
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
案
内
に
ペ

ー
ジ
を
さ
い
て
い
る
。
そ
し
て
平
湯
温
泉
に
つ
い
て
次
の
ご

と
く
か
い
て
い
る
。

平
湯
温
泉
、
温
泉
は
、
平
湯
村
字
浴
場
山
利
名
時
下
よ
り
沸
出

る
。
此
所
は
高
原
川
の
水
源
に
し
て
、
高
山
市
場
よ
り
は
、
大
小

八
賀
郷
の
山
路
を
登
つ
め
、
平
湯
嶺
を
越
て
八
塁
八
町
余
の
路
程

な
り
。
古
川
よ
り
は
十
一
塁
余
、
船
津
よ
り
八
塁
有
と
一
式
。
鞍
馬

出
獄
蜘
…
開
設
一
一
の
北
麓
に
て
、
深
山
中
無
毛
の
地
な
れ
ど
も
、
温
泉



あ
る
故
に
、
い
つ
し
か
民
戸
を
建
設
ベ
て
、
其
温
泉
を
田
ご
と
に
引
分
て
、
稗
苗
を
幾
度
も
植
更
て
、
絢
秋
成
を
得
て
年
を
送
ぬ
。
極
寒
地
故
、
桑
-

き

め

あ

ず

き

さ

さ

げ

う

ど

ず

ん

ま

い

麻
は
植
て
も
枯
て
繁
茂
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
只
寂
、
赤
豆
、
角
豆
・
仙
台
手
等
を
畑
に
作
れ
り
。
其
余
は
独
活
、
蕨
、
狗
背
緩
・
蕗
・
芹
等
の
野

疏
水
菜
も
て
食
用
と
せ
り
、
延
宝
年
中
、
金
森
家
の
儒
医
、
角
臼
享
奄
が
室
田
し
、
〔
温
泉
記
〕
に
は
、
民
居
八
九
家
と
あ
り
、
近
世
に
て
は
、
十
四
戸

に
な
り
ぬ
。
享
保
年
中
に
は
村
高
纏
に
十
石
余
な
り
し
に
、
近
一
世
に
て
は
十
九
石
余
に
成
ぬ
る
は
、
全
く
累
年
温
泉
の
浴
客
、
年
々
に
増
益
て
、
米
・

麦
・
味
噌
・
醤
油
・
油
・
蝋
燭
・
菓
子
等
に
至
る
ま
で
、
村
家
に
て
買
入
置
て
、
浴
客
に
商
ふ
ほ
ど
の
世
に
成
ぬ
る
は
、
是
皆
太
平
の
恩
沢
と
や
い
は

ま
し
。
以
下
略

と
し
る
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
そ
の
風
俗
を
紹
介
し
、

た
の
し
む
人
が
多
く
な
っ
た
点
を
記
述
し
て
い
る
。

と
く
に
産
土
神
へ
の
着
目
も
あ
る
。
明
治
五
年
壬
申
八
月
神
社
調
を
も
と
に
し
る
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
こ
の
種
の
政
策
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
か
か
わ
て
い
る
部
分
も
あ
る

Q

そ
う
考
え
る
と
『
斐
太
後
風
土
記
』
も
明
治
国
家
の
基
調
と
し
て
の
地
方
施
治
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
編
纂
さ
れ
た
地
誌
の
は
し
り
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、

わ
た
く
し
が
あ
え
て
こ
れ
を
表
題
の
ご
と
く
問
題
視
し
た
わ
け
で
あ
る
。

富
田
は
、
大
野
郡
大
八
賀
郷
山
口
村
の
産
土
神
若
宮
八
幡
宮
の
項
の
中
で
、
次
の
ご
と
き
こ
と
を
問
題
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
し

官撰地誌と山野の巡検

た
と
り
あ
げ
方
の
中
に
、
富
田
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

:
:
宿
線
亡
び
て
後
、
国
中
平
治
す
る
を
悦
び
、
具
御
威
徳
を
仰
ぎ
て
、
此
村
に
も
祭
り
し
な
る
べ
し
、
当
土
日
の
村
氏
い
と
殊
勝
な
る
心
な
り
。
朝
敵

国
賊
の
宿
雌
慨
を
ば
、
救
世
観
音
の
応
化
也
と
云
て
、
国
史
を
も
得
統
ぎ
る
、
愚
民
を
諮
ら
か
し
、
其
像
を
作
り
祭
り
て
、
餐
銭
を
の
み
食
る
好
僧
の
心

と
は
雲
泥
の
違
ひ
な
り

と
あ
る
。
こ
の
種
の
叙
述
は
土
着
の
古
風
を
よ
び
さ
ま
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
か
い
て
も
の
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
国
名
も
飛
騨
で
な
く

斐
太
と
称
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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ま
た
高
山
二
之
町
村
で
は
同
村
社
の
春
の
祭
礼
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
実
に
国
中
最
第
一
の
盛
観
也
」
と
ま
で
し
る
す
、
そ
の
反
面



58 

之
町
村
の
あ
と
に
他
所
か
せ
ぎ
の
こ
と
が
か
か
れ
、
歩
荷
、
肴
売
、
柚
人
、
挽
紙
女
な
ど
の
こ
と
が
か
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
土
は
、

元
来
、
人
余
有
て
食
不
足
固
な
れ
ば
、
古
来
他
国
へ
出
て
、
持
を
し
つ
つ
、
其
賃
を
得
て
、

か
へ
り
て
妻
子
を
養
へ
り
」
と
し
る
し
て
い

る

行
う
し
た
記
述
は
全
体
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
少
な
す
ぎ
る
と
こ
ろ
も
官
撰
地
誌
的
性
格
の
つ
よ
さ
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

飛
騨
の
維
新
は
、
ま
ず
し
い
人
々
の
く
ら
し
向
き
へ
の
配
意
を
要
求
し
た
。
そ
の
た
め
多
少
な
り
て
も
、
こ
れ
を
代
弁
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
そ
の
良
心
的
な
面
が
、
富
田
礼
彦
を
通
じ
て
表
白
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

斐
太
後
風
土
記
は
先
掲
史
料
の
ご
と
き
形
を
と
っ
て
明
治
二
年
十
二
月
二
十
四
日
に
古
記
編
纂
差
出
し
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
上
に
立

っ
て
明
治
二
年
十
二
月
の
石
代
改
正
の
件
を
弁
官
に
伺
い
出
て
い
る
。
飛
騨
国
村
々
定
石
代
改
正
之
儀
国
書
を
出
し
、
銀
銅
の
産
額
等
を

出
さ
せ
輸
出
輸
入
へ
の
数
量
の
大
凡
を
そ
う
示
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
調
査
は
、
上
か
ら
の
明
治
国
家
の
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
へ
の
対
応
の
中
で
『
斐
太
後
風
土
記
』
も
そ
う
し
た
も
の
を
と
り
の

れ
て
い
る
の
で
私
と
は
い
っ
て
も
官
へ
の
対
応
の
す
こ
ぶ
る
敏
感
な
編
纂
物
と
い
っ
て
よ
い
。

伺

『
斐
太
後
風
土
記
』
と
増
田
郡
代
の
巡
検
と
富
田
礼
彦
の
山
野
の
巡
検

『
斐
太
後
風
土
記
』
と
い
う
地
誌
の
編
纂
の
原
型
は
か
な
り
古
い
。
寛
政
六
年
正
月
飯
塚
郡
代
の
山
見
役
の
神
文
文
例
を
改
め
た
の
を

み
る
と
、
起
請
文
前
書
が
あ
る
こ
の
様
な
こ
と
も
巡
見
の
一
例
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
は
、
文
化
八
年
六
月
旗
鉾
村
日
抱
尊
社
に
伊
勢
神
宮

降
臨
有
り
と
の
風
評
が
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
文
政
元
年
六
月
に
は
総
社
の
森
へ
一
宮
の
神
輿
を
迎
え
て
大
早
に
対
し
雰
祭
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
あ
と
で
文
政
四
年
に
な
る
と
大
野
郡
年
貢
を
あ
ら
た
め
て
定
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
あ
と
天
保
三
年
五
月



に
は
米
価
が
暴
騰
し
、
窮
民
達
の
一
撲
が
お
き
、
高
山
は
凶
荒
の
只
中
に
あ
り
、
こ
う
し
た
中
で
天
保
九
年
四
月
六
日
に
巡
見
使
が
来

り
、
諸
事
心
得
方
が
高
山
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
巡
見
使
土
屋
一
右
衛
門
一
行
が
高
山
町
に
来
る
。
そ
の
あ
と
五
月
三
日
科
所
廻

り
巡
見
使
入
国
の
先
触
来
る
。
天
保
十
年
に
は
西
の
丸
普
請
の
上
納
金
を
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の
中
で
、
富
田
礼
彦

は
、
地
役
人
富
国
家
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
か
い
た
動
機
の
方
は
、

田
中
大
秀
の
『
飛
州
士
山
』
に
対

す
る
不
備
批
判
に
よ
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
飛
騨
で
は
嘉
永
六
年
二
月
四
日
蚕
業
奨
励
の
た
め
蚕
種
の
統
一
が
は
か
ら
れ
、
園
内
に
て
蚕
種
製
造
が
す
す
め
ら
れ

た。
そ
の
後
鉱
山
開
発
そ
の
他
に
つ
と
め
安
政
四
年
二
月
に
は
飛
騨
国
産
物
の
一
箇
年
売
上
高
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
二
月
飛
騨
国
日
用

口問の、

一
箇
年
買
入
高
取
調
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
安
政
四
年
九
月
に
は
高
山
の
料
理
屋
の
諸
事
取
締
、
安
政
五
年
正
月
業
種

-
荏
寺
等
灯
油
原
料
他
出
国
取
締
な
ど
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
あ
と
有
名
な
安
政
五
年
の
大
地
震
、

つ
い
で
増
田
郡
代
の
巡
見
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
に
富
田
に
つ
い
て
ま
わ
っ
て
い
る
。
か
か
る
歴
代
の
行
跡
の
抄
録
の
ご
と
く
郡
代
は
巡
見
を
く
り
か
え
て
て
い
る
。
万
延
元
年
八
月

官撰地誌と山野の巡検

増
田
郡
代
御
林
山
鉛
山
取
締
七
人
を
お
い
て
い
る
。

文
久
二
年
正
月
二
日
に
地
役
人
荏
野
翁
山
崎
弘
泰
が
死
去
し
た
。
同
四
月
八
日
上
木
清
成
も
死
ぬ
。
そ
の
あ
と
富
田
礼
彦
は
荏
野
門
人

の
中
で
次
第
に
そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

文
久
三
年
八
月
ご
ろ
よ
り
京
て
浪
士
入
国
の
噂
の
た
め
郡
代
は
諸
国
の
防
衛
を
つ
よ
め
る
。
同
九
月
に
高
山
に
七
箇
所
の
番
所
を
つ
く

る
。
こ
の
よ
う
に
京
畿
の
動
向
に
直
轄
領
で
あ
っ
た
た
め
か
警
備
に
直
接
ひ
び
い
て
い
る
。
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こ
う
し
た
こ
と
は
つ
ね
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
幕
府
の
政
策
を
反
映
し
て
献
金
が
命
ぜ
ら
れ
る
。
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郡
代
所
は
慶
応
三
年
五
月
高
山
町
の
蚕
種
製
造
業
者
並
其
製
造
高
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
最
大
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
増
田
頼
与
と
州
内
の
社
寺
並
に
史
蹟
名
勝
を
考
査
し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
か
本
書
で
は
、

た
と
え
ば
大
野
郡
灘
郷
千
島
村
の
集
雲
山
霊
泉
寺
の
項
で
も
『
飛
州
志
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
多
少

の
こ
と
を
か
き
加
え
「
霊
泉
寺
記
」
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
書
き
方
は
荏
里
村
の
産
土
神
八
幡
宮
の
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
。

産
土
神
白
山
三
社
の
記
事
で
は
「
和
漢
三
才
国
会
」
と
「
飛
州
志
」
の
一
本
杉
社
に
記
た
る
と
は
拠
と
し
が
た
し
と
つ
よ
く
批
判
し
て
い

る
。
こ
れ
は
田
中
大
秀
の
口
ぐ
せ
を
よ
く
聞
き
、
そ
の
実
証
に
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
灘
郷
一
色
村
の
古
窟
の
記
事
で
は
「
〔
飛
州
士
山
〕

に
国
説
云
、
上
古
民
の
居
所
也

G

或
は
火
雨
を
恐
れ
て
造
る
と
も
云
と
あ
る
は
、

い
と
い
と
可
v
笑
説
な
り
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て

「
い
に
し
へ
の
氷
雨
を
し
ら
で
火
の
雨
の
。
ふ
り
し
説
と
や
思
ひ
た
り
け
ん
」
と
も
あ
る
。
ま
た
〔
飛
州
志
〕
の
こ
の
あ
と
の
説
を
よ
み

て
、
礼
彦
は
「
飛
州
志
を
よ
み
て
よ
め
る
」
と
の
ベ

亡
者
の
お
く
つ
き
し
ら
て
さ
と
の
ひ
と
の
、
す
み
し
岩
や
と
何
お
も
わ
ら
ん

ひ
か
し
に
も
あ
れ
ば
越
へ
て
す
の
り
川
、
西
の
い
し
き
と
い
わ
ん
や
有
ら
ん

と
も
し
る
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
記
述
の
中
に
富
田
礼
彦
の
き
び
し
さ
が
わ
か
る
。

飛
騨
総
社
に
つ
い
て
も
『
飛
州
志
』
の
あ
や
ま
り
を
正
し
て
考
証
を
し
て
い
る
。
以
上
の
ご
と
く
『
飛
州
志
』
の
い
い
か
げ
ん
な
考
証

批
判
が
き
び
し
い
。

そ
の
場
合
の
出
兵
に
田
中
大
秀
の
考
証
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
荏
名
神
社
の
説
明
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
『
飛
州
志
』
は
、
き
わ
め
て
稚
拙
の
あ
や
ま
り
の
多
い
こ
と
、

「
拠
と
し
が
た
し
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
多
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。



民
産
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
「
凡
て
養
蚕
を
集
め
活
計
と
為
と
難
ど
も
、
至
極
寒
郷
に
て
、
桑
芽
萌
出
る
こ
と
遅
く
、
農
務
養
蚕
一
時
の

繁
忙
に
て
、
自
然
養
方
少
く
・
繭
数
も
多
く
は
得
が
た
し
。
高
山
・
古
川
・
舟
津
の
筏
市
、
益
田
郡
村
落
は
皆
々
生
締
を
ひ
か
せ
て
専
売

出
し
、
又
は
紬
絹
鮭
紬
を
も
、
織
て
生
計
と
す
o
」
(
大
日
本
地
誌
大
系
第
廿
三
巻
『
斐
太
後
風
土
記
』
昭
和
五
年
一
月

p
・M
〉
と
あ
る
。

東
山
養
糸
地
帯
に
属
し
て
い
る
。
金
銀
銅
鉛
そ
の
他
の
部
分
で
は
比
較
的
力
を
入
れ
て
叙
述
さ
て
銀
い
る
が
、
そ
の
開
撃
は
年
代
末
詳
と

あ
る
。

「
中
興
は
越
前
人
茂
住
宗
貞

永
禄
・
元
亀
の
頃
、
来
て
茂
住
村
に
寓
居
(
村
名
も
其
居
に
よ
る
な
る
べ
し
。
)
図
中
三
郡
山
々
諸
窟
を

芳
、
天
平
初
盛
辺
し
と
ぞ
:
:
:
」

(
向
上
書
p
m叩
)
と
あ
る
。

こ
の
様
に
み
て
く
る
と
、
そ
こ
に
か
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
、
斐
太
の
民
産
そ
の
他
特
産
の
把
握
に
力
点
が
お
か
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
く
に
長
谷
川
忠
崇
の
『
飛
州
志
』
と
異
な
っ
て
地
役
人
と
し
て
、
田
中
大
秀
の
文
台
の
継
承
者
と
し
て
の
意
志
が
、
地
方
に
ね
ざ
し

た
型
で
つ
よ
く
と
か
「
飛
騨
国
中
案
内
三
巻
は
飛
騨
高
山
の
土
着
吏
(
地
役
人
と
称
す
〉
上
村
木
曾
右
衛
門
源
満
義
の
著
述
に
て
、
其
原

本
は
内
閣
記
録
課
所
管
(
旧
称
千
代
田
文
庫
〉
に
蔵
せ
ら
れ
、
明
治
十
三
年
買
上
と
記
入
す
る
に
伝
れ
ば
以
前
は
民
聞
に
伝
り
し
も
の
の

官撰地誌と山野の巡検

如
し
」
(
『
飛
騨
国
中
案
内
』
刊
行
の
辞
一
一
員
岐
阜
自
由
新
聞
社
刊

p
・
必
)
と
大
正
六
年
五
月
に
岡
村
利
平
識
で
か
い
て
い
る
様
に
こ
れ

も
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
書
は
、
富
田
礼
彦
が
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
に
民
聞
に
流
布
し
っ
た
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
富
田
礼
彦
は

こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
説
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。

お
そ
ら
く
富
田
礼
彦
は
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
通
じ
て
、
代
官
・
郡
代
の
立
場
に
た
つ
よ
り
、

よ
り
地
役
人
の
立
場
に
た
つ
叙
述
を
心
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掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
罪
人
の
立
場
に
た
っ
た
梅
村
速
水
に
つ
き
す
ぎ
、

お
ま
え
ば
か
り
出
世
し
て
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
、
政
治
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的
苦
況
に
お
い
こ
ま
れ
た
過
去
へ
の
清
算
が
、
代
官
・
郡
代
・
県
令
の
ご
と
き
立
場
に
立
つ
こ
と
を
や
め
さ
せ
も
し
た
の
で
あ
る
。

同

斐
太
後
風
土
記
編
纂
の
ポ
イ
ン
ト

と
く
に
民
俗
と
し
て
下
高
原
御
村
々
正
月
十
五
日
嫁
祝
捧
之
国
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
『
文
徳
実
録
』
、
『
狭
衣
』
、
『
弁
内
侍

日
記
』
、
『
和
訓
架
』
そ
の
他
を
引
用
し
て
い
る
。
鉱
山
は
別
で
、
村
の
と
こ
ろ
に
は
か
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
様
な
立
場
の
中
に
、
彼
の

か
い
た
も
の
は
書
上
の
み
に
依
拠
せ
ず
、
自
ら
し
ら
ベ
古
典
の
う
ら
う
ち
の
中
で
、
そ
の
く
ら
し
の
伝
統
を
の
こ
そ
う
と
す
る
意
図
を
あ

ら
わ
に
示
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
立
場
は
、
田
中
大
秀
の
荏
野
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
学
問
方
法
に
影
響
が
つ
よ
か
っ
た
こ
と
と
か
か
わ
っ
て

い
る
。そ

の
た
め
、
古
代
以
来
失
わ
れ
た
も
の
を
い
と
お
し
み
、
今
に
の
こ
る
も
の
に
古
俗
の
姿
を
見
出
し
、
飛
騨
人
に
ほ
こ
り
を
も
た
せ
よ

う
と
す
る
心
根
が
そ
う
し
た
も
の
の
中
に
生
き
つ
づ
け
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
神
祇
と
く
に
地
祇
を
中
心
に
す
え
て
こ
そ
、
地
域
の
伝
統
を
よ
び
く
ま
す
と
考
え
て
い
る
。
排
仏
鼓
釈
の
嵐
の
吹
く
中
で

国
学
者
ら
し
く
、
神
祇
復
興
へ
の
尽
力
を
つ
よ
く
示
し
て
い
る
。

以
下
そ
れ
と
の
関
連
の
事
実
を
示
そ
う
。

と
く
に
た
と
え
ば
大
野
郡
大
八
賀
郷
三
福
寺
村
の
産
土
八
幡
宮
の
ご
と
き
も
の
の
摂
社
秋
葉
山
神
社
に
つ
い
て
の
記
述
な
ど
に
つ
い
て

は
全
て
『
飛
州
士
山
』
に
見
え
ず
「
除
地
帳
」
も
し
か
り
年
暦
詳
か
な
ら
ず
と
あ
る
。
こ
の
中
で
摂
社
が
み
え
な
い
の
は
調
べ
に
い
っ
て

い
な
い
こ
と
の
証
左
に
も
う
け
と
れ
る
。
そ
の
点
で
摂
社
ま
で
ゆ
き
と
ど
い
た
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
『
斐
太
後
風
土
記
』
は
も
っ



て
い
る
。
有
名
な
松
木
村
の
車
田
碑
の
文
な
ど
は
荏
野
翁
田
中
大
秀
の
誌
を
こ
の
ま
ま
の
せ
て
い
る
。

ま
た
両
面
宿
僚
に
つ
い
て
「
石
浦
村
の
若
宮
八
幡
の
条
下
に
記
せ
し
如
く
、
当
若
本
土
の
両
面
宿
機
荒
び
出
て
、
皇
命
に
随
ひ
奉
ら
ず
、

剰
へ
国
民
を
掠
略
て
楽
と
せ
し
に
よ
り
て
、
朝
廷
よ
り
武
振
熊
命
を
、
征
伐
の
大
将
軍
と
し
て
下
し
玉
ひ
し
に
、
武
振
熊
命
は
、
比
類
な

き
勇
猛
老
大
将
な
れ
ど
も
、
宿
脚
慨
も
亦
尋
常
の
朝
敵
な
ら
ね
ば
、
道
す
が
ら
当
昔
の
先
帝
一
一
割
至
上
政
調
の
大
御
稜
威
を
仰
ぎ
奉
り
、
御
霊

を
斎
祭
ら
れ
し
を
見
開
て
、
宿
灘
亡
び
て
後
、
国
内
平
治
す
る
を
悦
び
、
其
御
威
徳
を
仰
ぎ
て
、
此
村
に
も
祭
り
し
な
る
べ
し
。
当
昔
の

村
民
い
と
殊
勝
な
る
心
な
り
」
(
『
大
日
本
地
誌
大
系
』
第
廿
三
巻
上

p
・
m)
と
あ
る
。
と
く
に
袈
裟
山
千
光
密
寺
の
中
に
一
頭
両
面
堂

が
あ
る
と
し
る
し
て
い
る
。
そ
し
て
飛
騨
宿
離
は
万
世
不
朽
の
祉
辱
を
得
た
る
国
賊
と
い
い
切
っ
て
い
る
。
そ
し
て
国
体
の
条
理
の
わ
き

ま
え
ぬ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
体
の
明
徴
を
示
す
の
は
明
治
二

1
四
・
五
年
に
か
け
て
の
世
の
動
き
で
あ
る
。

そ
う
し
た
記
述
の
中
に
著
述
の
時
期
の
反
映
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
彼
は
大
野
郡
白
川
郷
鳩
ケ
谷
村
の
正
道
寺
再
興
跡
の
記
述
で
は
「
一
本
の
杉
に
て
、
寺
を
運
し
と
は
、
仏
徒
の
例
の
妄
説
な
ら

む
」ー

(
向
上
書
上

p
制
)
と
い
い
切
っ
て
い
る
。

官撰地誌と山野の巡検

彼
は
か
つ
て
山
崎
弘
泰
と
土
屋
秀
世
と
が
大
白
川
よ
り
う
ら
山
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
を
重
尊
し
た
記
事
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
夫
々
と
引

用
し
て
い
る
の
も
実
地
実
見
の
尊
重
を
つ
ら
ぬ
く
態
度
と
も
い
え
る
。

『
越
白
山
紀
行
小
分
衣
』
は
そ
の
代
表
的
文
章
で
あ
る
。

さ
ら
に
白
川
郷
森
茂
村
の
金
山
跡
の
記
述
は
、
天
保
年
中
の
礼
彦
の
村
長
と
の
問
答
に
よ
っ
て
記
述
す
る
。
(
向
上
書
上

p
・
捌

t
p
.

加
)
こ
れ
な
ど
も
そ
の
編
集
態
度
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

猪
狩
の
記
述
(
大
野
郡
小
鳥
郷
)
等
は
山
畑
の
社
守
と
共
に
く
ら
し
の
一
端
を
示
す
。

(
向
上
書
上

p
・加
t
p
・
m〉
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こ
う
し
た
民
俗
尊
重
は
と
も
か
く
、
ど
う
も
著
者
は
宮
村
の
神
護
山
大
憧
禅
寺
開
山
座
禅
石
の
伝
説
等
に
つ
い
て
「
愚
民
を
歎
く
は
、
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古
へ
よ
り
好
僧
の
つ
ね
也
。
県
令
長
谷
川
忠
崇
ま
で
、
歎
か
れ
た
り
と
謂
つ
べ
し
」
(
向
上
書
上

p
・
m)
と
も
か
い
て
、
僧
侶
批
判
を

き
び
し
く
し
て
い
る
。

そ
れ
と
共
に
調
査
を
せ
ず
が
為
か
寺
説
を
任
ず
る
『
飛
州
志
』
へ
の
批
判
は
き
び
し
く
、
妄
説
な
ら
む
と
か
思
付
た
る
妄
説
な
り
と
か

い
て
い
る
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
浄
土
真
宗
の
僧
侶
と
協
力
し
合
っ
て
も
う
ま
く
い
く
か
問
題
だ
が
、
多
く
や
り
む
に
あ
が
っ
て
い
る
の

は
神
宗
の
こ
と
が
多
い
。
洞
村
の
産
土
社
塩
竃
明
神
社
の
摂
社
男
茎
形
社
の
ご
と
き
摂
社
に
ま
で
め
く
ば
り
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自

分
の
考
え
が
む
き
出
し
な
中
に
、
本
書
が
官
撰
地
誌
で
な
く
私
撰
地
誌
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

村

長
書
上
〕
の
ご
と
き
も
の
を
用
い
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
あ
ま
り
に
も
一
般
名
詞
で
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

虚
空
蔵
堂
の
ご
と
き
小
堂
に
着
目
し
な
が
ら
虚
空
蔵
信
仰
に
は
な
ぜ
か
立
入
ら
な
い
。
こ
れ
に
薬
師
堂
と
薬
師
信
仰
に
お
い
て
も
観
音

堂
と
観
音
信
仰
の
場
合
も
す
べ
て
同
じ
あ
っ
か
い
で
あ
る
。

わ
せ
け
の
ふ
る
こ
ひ

そ
の
面
で
は
故
事
と
し
て
早
稲
食
饗
の
ご
と
き
か
か
る
め
で
た
き
神
代
よ
り
の
古
風
」
(
向
上
書
下

p
・
刷
出
〉
と
評
価
し
、
高
原
郷
村

々
の
民
俗
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
高
原
山
の
七
ケ
村
に
の
み
の
こ
れ
り
と
し
る
す
、
茅
輪
潜
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
た
だ
お
し

む
ら
く
は
そ
の
さ
ま
の
記
述
に
の
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
折
角
民
俗
調
査
を
す
る
の
な
ら
聞
書
ま
で
い
け
ば
よ
い
の
に
、
風
俗
問
答
集
ス
タ

イ
ル
さ
え
も
っ
て
い
な
い
。

日
開
に
あ
る
ご
と
く
『
斐
太
後
風
土
記
』
は
飛
騨
代
宮
長
谷
川
忠
崇
氏
『
飛
州
士
山
』
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
著
者
長
谷
川
忠
崇
は
通

称
衣
五
郎
で
飛
騨
代
官
長
谷
川
忠
国
の
子
で
あ
る
。
忠
崇
は
享
保
十
三
年
五
月
父
の
死
後
そ
の
あ
と
を
つ
ぎ
延
享
二
年
乙
丑
三
月
転
職
す

る
ま
で
十
七
年
間
も
代
官
を
つ
と
め
、
吉
宗
の
内
命
で
『
飛
州
志
』
の
撰
述
に
つ
と
め
た
。
そ
の
子
忠
雄
、

一
徳
・
忠
知
の
三
人
を
督
し

て
編
輯
し
四
ヶ
年
で
調
査
し
校
正
浄
書
し
献
本
せ
ん
と
し
た
が
吉
宗
が
死
ん
で
果
さ
ず
、
そ
の
後
原
稿
の
ま
ま
な
っ
て
い
た
が
、
文
政
十



二
年
乙
丑
一
徳
の
孫
一
陽
が
本
志
十
二
巻
の
校
訂
を
と
げ
全
本
を
幕
府
に
献
納
す
る
。
そ
れ
有
先
文
化
三
年
田
中
大
秀
が
『
飛
州
志
』
の

存
在
を
知
り
、
一
徳
の
子
万
産
の
新
を
た
ず
ね
一
覧
謄
写
し
て
帰
る
に
は
え
り
ざ
ら
し
が
大
秀
抄
写
本
あ
り
、
文
政
元
年
高
山
の
豪
商
田

中
英
積
(
半
十
郎
〉

-
山
田
慶
量
(
長
助
)
の
二
人
が
官
本
を
借
覧
し
、
全
十
冊
を
謄
写
す
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
飛
騨
に
っ
た
わ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

こ
の
『
飛
州
士
山
』
の
附
録
に
天
保
十
二
年
辛
丑
十
月
廿
五
日
付
、
荏
野
翁
田
中
大
秀
が
、
後
書
を
か
き
し
る
し
て
い
る
。

そ
の
場
合

『
飛
州
志
』
第
十
一
ま
で
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
長
谷
川
忠
崇
の
『
飛
州
志
』
拾
壱
巻
に
地
図
を
附
し
て
い
る
が
、
城
図
が
多
い
、
そ
う

し
た
も
の
の
調
査
に
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
民
情
調
査
も
本
土
一
し
な
み
で
あ
り
す
ぎ
、
具
体
的
調
査
に
乏
し
い
。

こ
の
様
な
『
飛
州

志
』
へ
の
批
判
は
、

田
中
大
秀
以
来
ず
う
っ
と
う
け
つ
が
れ
、
『
斐
太
後
風
土
記
』
に
お
い
て
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

的

『
皇
園
地
誌
』
等
と
の
か
か
わ
り

明
治
四
年
(
一
八
七
二
十
一
月
二
十
四
日
高
山
県
が
廃
さ
れ
、
飛
騨
三
郡
に
筑
摩
県
に
編
入
さ
れ
、

『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
を
命
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じ
た
宮
原
知
事
も
転
任
す
る
に
至
り
、
あ
と
は
独
力
で
明
治
六
年
四
月
に
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
富
田
の
努
力
は
大
き

L 、。
村
方
三
役
か
ら
書
上
げ
提
出
が
明
治
三
年
一
月
か
ら
六
月
位
々
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
約
三
年
で
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
み
で
な
く
『
斐
太
三
郡
沿
革
史
』

『
飛
騨
名
所
大
概
』

『
飛
騨
城
祉
』
『
和
名
抄
国
郡
郷
名
牽
引
』
『
丹
生

の
河
水
』

『
斐
太
式
内
外
十
八
社
考
』

『
運
材
図
会
』
の
ご
と
き
作
品
を
の
こ
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
書
上
げ
の
み
に
た
よ
る
こ
と
な
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く
、
自
ら
基
礎
的
仕
事
を
た
く
わ
え
た
上
で
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
執
筆
態
度
を
見
る
に
つ
け
、
彼
が
高
山
の
地
役
人
で
、
飛
騨
一
国
に
責
任
を
負
う
意
気
の
持
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
『
飛
州
志
』
批
判
が
で
き
る
。
そ
れ
も
田
中
大
秀
の
遺
志
の
継
承
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
こ
と
を
自
ら
の
努
力

で
暗
に
落
ち
る
と
こ
ろ
ま
で
実
証
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
反
面
田
中
大
秀
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
。

大
野
郡
川
上
郷
藤
瀬
村
の
項
で
『
斐
太
後
風
土
記
』
巻
三
七
は
『
村
名
義
は
、
往
士
口
其
処
な
る
川
瀬
の
上
に
、
藤
花
の
打
な
び
き
て
、

咲
た
る
を
見
て
、
村
名
に
負
は
せ
つ
る
な
ら
む
。
藤
原
(
大
和
地
名
〉

藤
津
(
肥
前
郡
名
)
な
ど
あ
り
。
御
名
其
外
に
は
、
藤
田
(
武

蔵
国
藤
沢
郡
、
陸
奥
白
川
郡
)
藤
沢
(
東
海
道
駅
名
、
上
野
勢
多
郡
)
藤
野
(
備
前
国
和
気
郡
)
葛
江
(
布
知
衣
、
播
磨
明
石
郡
)
な
ど

み
な
有
し
ま
L
に
付
た
る
名
な
る
べ
し
o
」
(
『
斐
太
後
風
土
記
』
上

p
.
m
)
と
し
る
し
た
上
で
円
成
庵
義
海
の
考
え
を
否
定
し
て
、
そ
の

村
先
の
古
証
を
別
に
木
の
「
天
正
年
中
、
一
二
木
臣
藤
瀬
新
蔵
(
藤
瀬
村
の
産
な
る
由
)
と
云
る
者
、
松
倉
城
の
着
手
、
金
森
勢
に
内
通
し

て
城
に
火
を
か
け
、
三
木
方
落
城
、
滅
亡
せ
し
に
非
ず
や
。
其
後
金
森
家
領
国
中
に
、
古
来
の
ま
ま
藤
瀬
と
唱
、
元
禄
の
検
地
帳
に
も
、

士
口
記
せ
り
。
差
近
世
に
な
り
て
、
名
に
負
し
藤
瀬
村
な
ら
む
や
。

(
藤
の
能
蕃
生
は
、
当
村
の
地
理
に
、

よ
く
合
へ
ば
な
る
べ
し
。
天
保

中
、
礼
彦
彼
村
よ
り
、
二
尺
に
未
満
の
苗
蔓
に
花
の
あ
ま
た
咲
た
る
を
得
た
り
。
上
代
よ
り
、

か
t
A

る
藤
の
名
所
な
ら
ん
」
(
向
上

p 

m)
と
あ
る
。
こ
れ
な
ど
そ
の
実
証
性
を
示
す
が
、
富
田
は
「
荏
野
冊
子
」
を
引
き
、
鈴
屋
答
間
録
よ
り
遠
に
国
平
尾
八
幡
宮
社
司
の
栗

田
土
満
の
こ
と
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
田
中
大
秀
を
通
ず
る
国
学
の
系
譜
が
生
き
て
い
る
。

産
土
神
荏
名
神
社
の
と
こ
ろ
で
は

礼
彦
は

-
・
・
・
・
此
荏
名
社
の
荒
発
を
、

田
中
大
秀
翁
間
一
酬
翁
い
た
く
懐
慨
て
、
文
化
十
四
丁
丑
年
、
〔
総
社
考
〕
に
つ
ぎ
て
、
〔
八
社
考
〕
を
も
著
し

て
、
代
を
其
子
息
弥
兵
衛
寿
豊
に
ゆ
づ
り
、
此
荏
野
神
社
を
再
建
し
て
、
社
傍
に
家
を
建
て
、
高
山
よ
り
引
移
、
此
在
野
翁
と
自
号
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て
、
神
タ
に
神
に
斎
仕
へ
て
、
三
十
一
年
経
て
、
弘
化
四

年
丁
未
九
月
十
六
日
疲
ら
れ
て
後
、
其
住
れ
し
家
を
高
山

へ
引
ぬ
。
猶
〔
荏
野
神
社
考
〕
に
委
し
。
如
是
古
し
へ
神

高山一之町村

階
を
進
め
:
:
:
(
『
斐
太
後
風
土
記
』
巻
之
一
〉
大
日
本
史

地
誌
大
系
『
斐
太
後
風
土
記
』

p
・
加
)

と
か
き
田
中
大
秀
の
枠
内
に
い
る
。

折
柄
『
皇
国
地
誌
』
へ
の
動
き
も
は
じ
ま
り
、

か
つ
内
務

大野郡灘郷

省
地
理
局
の
地
誌
・
地
図
作
成
へ
の
動
き
も
は
じ
ま
り
、
明

治
国
家
に
よ
る
官
撰
地
誌
が
そ
の
緒
に
つ
き
は
じ
め
て
い
る

斐太後風土記巻之ー

と
き
、
そ
の
一
方
で
、
江
戸
時
代
の
地
誌
の
伝
統
を
う
け
つ

ぎ
新
・
後
風
土
記
の
流
れ
の
中
で
富
田
礼
彦
が
、
こ
の
穫
の

も
の
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

し
か
も
、
宮
原
大
輔
権
県
令
の
命
に
よ
っ
て
、
明
治
二
年

か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
が
、
書
上
げ

方
式
の
史
料
提
出
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
れ
へ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
、

や
は
り
地
役
人
ら
し

く
、
飛
騨
根
生
い
の
国
学
者
ら
し
く
地
元
を
よ
く
歩
き
山
野
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巡
検
の
経
験
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、

し
か
る
に
こ
う
し
た
地
誌
は
、
編
纂
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
く
書
上
寄
せ
集
め
方
式
に
よ
る
皇
園
地

誌
し
か
つ
く
ら
れ
ず
、
そ
れ
も
地
元
の
協
力
に
た
だ
一
っ
た
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
と
は
統
計
づ
く
り
の
す
す
め
で
計
数
を
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
高
山
の
市
街
図
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
り
、
地
図
も
多
く
産
業
統
計
そ
の
他
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
時

代
へ
の
対
応
性
を
も
っ
す
ぐ
れ
た
セ
ン
ス
の
持
主
が
、
地
役
人
の
系
譜
を
も
っ
富
田
礼
彦
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。




